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1. 2025年５月期 中間決算の概要
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24/7月公表
23/11月 24/11月 増減額 増減率 予想

売上高 40,872 42,325 1,452 3.6% 45,000(△2,674)
売上総利益 24,895 27,417 2,522 10.1% -

売上総利益率（％） 60.9% 64.8% - - -
研究開発費 5,011 5,135 123 2.5% -

売上高比率（％） 12.6% 12.3% - - -

その他販管費 14,591 16,609 2,017 13.8% -

営業利益 5,292 5,672 380 7.2％ 5,200(＋472)

経常利益 5,698 5,650 △48 △0.8% 5,000(＋650)

当期純利益 3,226 5,123 1,897 58.8% 3,500(＋1,623)

海外子会社換算レート

米ドルレート(円) 150 143 △7 150(△7)
ユーロレート(円) 158 160 ＋2 160(△0)

202５年5月期 中間期 業績概要（連結ベース）
単位：百万円

前期比で増収、当期純利益が大幅増

為替影響
△619百万円
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2025年5月期 中間期 実績（純利益）

固定資産売却益により大幅増益

固定資産売却益の計上

売上の増加・粗利率の向上＋2,522

＋2,020

人件費の増加など

23/11月
純利益

売上総利益

販管費

営業外損益

特別損益

法人税等

24/11月
純利益

△428

△75

△2,141

＋1,897百万円

為替差損益の悪化

変動の主要因

0112233445566778899110121132143154165176187198209220231242253264275286297308319330341352363374385396407418429440451462473484495506517528539550561572583594605616627638649660671682693704715726737748759770781792803814825836847858869880891902913924935946957968979990100110121023103410451056106710781089110011111122113311441155116611771188119912101221123212431254126512761287129813091320133113421353136413751386139714081419143014411452146314741485149615071518152915401551156215731584159516061617162816391650166116721683169417051716172717381749176017711782179318041815182618371848185918701881189219031914192519361947195819691980199120022013202420352046205720682079209021012112212321342145215621672178218922002211222222332244225522662277228822992310232123322343235423652376238723982409242024312442245324642475248624972508251925302541255225632574258525962607261826292640265126622673268426952706271727282739275027612772278327942805281628272838284928602871288228932904291529262937294829592970298129923003301430253036304730583069308030913102311331243135314631573168317931903201321232233234324532563267327832893300331133223333334433553366337733883399341034213432344334543465347634873498350935203531354235533564357535863597360836193630364136523663367436853696370737183729374037513762377337843795380638173828383938503861387238833894390539163927393839493960397139823993400440154026403740484059407040814092410341144125413641474158416941804191420242134224423542464257426842794290430143124323433443454356436743784389440044114422443344444455446644774488449945104521453245434554456545764587459846094620463146424653466446754686469747084719473047414752476347744785479648074818482948404851486248734884489549064917492849394950496149724983499450055016502750385049506050715082509351045115512651375148515951705181519252035214522552365247525852695280529153025313532453355346535753685379539054015412542354345445545654675478548955001,000             2,000             3,000               4,000             5,000

3,226

5,123

単位：百万円
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2025年5月期 中間期 事業部門別の状況

国内卸売は増収・減益、海外卸売は増収・増益

売上高 営業利益

23/11 24/11 増減 増減率 23/11 24/11 増減 増減率

国内卸売事業 5,981 6,138 157 2.6% 2,487 2,388 △99 △4.0％

海外卸売事業 31,018 32,364 1,346 4.3% 8,274 8,562 287 3.5％

小売事業 2,064 1,872 △192 △9.3% △240 △247 △7 －
その他
（造園緑花事業等） 1,808 1,949 141 7.8% 80 117 36 45.4％

小計 40,872 42,325 1,452 3.6% 10,602 10,820 217 2.1％

消去 － － － － △5,310 △5,147 162 －

連結 40,872 42,325 1,452 3.6% 5,292 5,672 380 7.2％

単位：百万円
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39000 40000 41000 42000

2025年5月期 中間期 品目別売上高

野菜種子は大幅増収、花種子も増収

ガーデンセンター横浜閉店による減少

ブロッコリー、トマト、カボチャ、
スイカなどが増加

23/11月
売上高

野菜種子

花種子

苗木

球根

資材

24/11月
売上高

売上高変動の主要因

△24

△105

△49

その他

＋1,409

＋57

＋163

＋1,452百万円

39,000                     40,000                       41,000                       42,000                 

40,872

42,325

ヒマワリ、トルコギキョウ、
パンジーなどが増加

造園緑花が増加

単位：百万円
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35000 37000 39000 41000 43000

2025年5月期 中間期 地域別売上高

日本、欧州・中近東、南米が増収

野菜、花ともに、
現地通貨ベースでも大幅な増収

野菜が増加

メキシコが天候不順で減少

23/11月
売上高

日本

北中米

欧州・中近東

南米

アジア

24/11月
売上高

売上高変動の主要因

＋106

＋893

＋1,555

△911

△530

＋1,452百万円

その他 ＋339

（為替＋33）

（為替△384）

（為替△485）

（為替＋139）

（為替＋78）

為替影響
△619百万円

40,872

42,325

野菜、花ともに、
現地通貨ベースでも大幅な増収

Isla買収による増収

中国市況の悪化でニンジンが大幅減

35,000            37,000                  39,000                 41,000             43,000
単位：百万円
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2025年5月期 中間期 地域別売上高①

【日本】 野菜、造園緑花が増収

24/11月

23/11月

22/11月

24/11月

■野菜種子 ■花種子 ■苗木 ■球根 ■資材 ■その他

野菜種子・変動額上位品目（前期実績比）

ブロッコリー ＋109

キャベツ ＋37

トマト ＋29

ネギ △28

10,015

9,854
△161

（△1.6% ）

＋99△64 △37 △26 △66 △65

9,960
＋106
（＋1.1％）

＋160＋132 △14 △100 △47△23

単位：百万円

花種子・変動額上位品目（前期実績比）

ヒマワリ △4

マリーゴールド △3

パンジー ＋2

ストック △2
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2025年5月期 中間期 地域別売上高②

【北中米】 野菜、花ともに減収

24/11月

23/11月

22/11月

■野菜種子 ■花種子-その他

+1,930
（+3.5%）

△978
（△1.7％）

55,936

57,866

56,888

46,504 9,432 

47,287 10,578

47,080 9,807

野菜種子・変動額上位品目（前期実績比）

スイカ ＋1,532

ペッパー △1,351

メロン △537

トマト ＋499

花種子・変動額上位品目（前期実績比）

カンパニュラ △385

キンギョソウ ＋195

パンジー ＋185

ジニア ＋175

単位：千ドル

24/11月
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24/11月

23/11月

22/11月

2025年5月期 中間期 地域別売上高③

【欧州・中近東】 野菜、花ともに増収

■野菜種子 ■花種子-その他

+3,456
（+6.8%）

＋9,222
（＋17.1％）

50,555

54,011

63,233

38,997

14,23948,993

12,73041,280

11,558

野菜種子・変動額上位品目（前期実績比）

ブロッコリー ＋2,211

トマト ＋1,881

カボチャ ＋981

カリフラワー ＋780

花種子・変動額上位品目（前期実績比）

ヒマワリ ＋553

カンパニュラ △311

プリムラ ＋128

トルコギキョウ ＋99

単位：千ユーロ

24/11月
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24/11月

23/11月

22/11月

2025年5月期 中間期 地域別売上高④

【南米】 野菜が大幅増、花も増収

■野菜種子 ■花種子-その他

+7,412
（+8.0%）

＋47,044
（＋46.6％）6,203141,784

5,15295,791

2,05391,465 93,532

147,988

100,943

野菜種子・変動額上位品目（前期実績比）

メロン ＋8,350

トマト ＋5,298

ペッパー ＋5,197

カボチャ ＋5,127

花種子・変動額上位品目（前期実績比）

ヒマワリ ＋630

トルコギキョウ ＋86

ベゴニア △81

キンギョソウ ＋80

単位：千レアル

24/11月
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24/11月

23/11月

22/11月

2025年5月期 中間期 地域別売上高⑤

【アジア】 野菜が減収

■野菜種子 ■花種子-その他

+609
（+7.0%）

△911
（△9.8％）

1,2208,094

1,2077,194

9187,786 8,704

9,314

8,402

野菜種子・変動額上位品目（前期実績比）

ニンジン △1,035

ネギ ＋207

ビート △76

カリフラワー ＋66

花種子・変動額上位品目（前期実績比）

トルコギキョウ ＋41

マリーゴールド △31

ヒマワリ △16

パンジー ＋14

単位：百万円

24/11月
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24/11月

23/11月

22/11月

2025年5月期 中間期 地域別売上高⑥

【その他（アフリカ・オセアニア）】 野菜種子が増加

■野菜種子 ■花種子-その他

+48
（+3.3%）

＋339
（＋22.3％）

1,379

122

1,726

141

133

1,350 1,472

1,520

1,860

野菜種子・変動額上位品目（前期実績比）

ブロッコリー ＋190

カボチャ ＋89

キャベツ ＋36

メロン △17

単位：百万円

24/11月
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2025年5月期 中間期 主な販管費の状況

人件費、業務委託費、研究開発費などが増加
単位：百万円

（内訳は、本社および主要子会社の所在地ベース）

※ 研究開発費は、研究活動に関わる経費の合計としており、人件費と減価償却費の一部が重複した数字となっております

販管費計 人件費 旅費交通費 修繕費 業務委託費 減価償却費
試験研究費

（研究開発費※）

2024年11月 実績 21,744 11,592 855 827 1,233 1,690 695(5,135)

2023年11月 実績 19,603 10,412 830 774 1,051 1,603 651(5,011)

内

訳

前期比増減 2,141 1,179 24 53 181 86 43(123)

うち為替変動による影響額 △506 △228 △13 △16 △25 △25 △33(△110)

日本 272 136 3 △49 131 △34 10(72)

北中米 432 396 △1 13 26 22 △12(12)

欧州・中近東 1,153 481 18 19 △12 46 47(16)

南米 597 140 17 70 30 54 38(34)

アジア △39 22 △8 1 4 △12 △31(△23)

その他+連結調整 △273 2 △4 △1 1 10 △9(11)
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2. 2025年５月期 通期予想および配当政策
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2025年5月期 通期予想（連結ベース）

当期純利益を上方修正

23/5月期 24/5月期 予想 増減額 増減率

売上高 77,263 88,677 93,500 4,823 5.4%

売上総利益 47,519 53,972 58,000 4,028 7.5%

売上総利益率（％) 61.5% 60.9% 62.0% - -

研究開発費 9,069 10,396 11,000 604 5.8％

売上高比率（％） 11.7% 11.7% 11.8% - -

その他販管費 27,532 33,081 36,000 2,919 8.8%

営業利益 10,918 10,495 11,000 505 4.8%

経常利益 12,304 11,124 11,000 △124 △1.1%

当期純利益 9,489 16,162 9,000 △ 7,162 △44.3%

海外子会社換算レート※1

米ドルレート(円) 134 151 150 為替の感応度の試算※2（百万円）

ユーロレート(円) 146 163 160 米ドル 65 

ユーロ 16 

単位：百万円

※1 海外子会社（3月期）換算レート ※2 1円の為替変動による今年度の営業利益への影響額試算
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85000 87500 90000 92500 95000

2025年5月期 通期予想 地域別売上高【当初予想比】

地域間の入り繰りあるもトータルの売上高は不変

中国・インドが低調

小売のマーケットが全般的に低調

下期の回復を見込むも、
期初予想には若干届かず

25/5月期
当初予想

日本

北中米

欧州・中近東

南米

アジア

24/5月期
最新予想

野菜が大幅増、花も増加

売上高変動の主要因

△215

＋1,380

＋714

△1,910

△183

±0百万円

その他 ＋212

（為替0）

（為替0）

（為替△359）

（為替△18）

（為替△1）

為替影響
△378百万円

93,500

93,500

野菜、花ともに増加

85,000             87,500              90,000              92,500             95,000 
単位：百万円
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2025年5月期 通期予想 地域別売上高【前期実績比】

アジアを除いた全地域で、前期比売上増を見込む

野菜が大幅増

野菜、花ともに微増

野菜が増加、花が微増

24/5月期
実績

24/5月期
最新予想

野菜、花が増加

売上高変動の主要因

＋427

＋2,295

＋1,880

△840

＋771

＋4,822百万円

＋287

（為替△489）

（為替△210）

（為替△363）

（為替＋170）

（為替△1）

為替影響
△895百万円

85000 87500 90000 92500 95000

88,677

93,500

野菜、花ともに減少

日本

北中米

欧州・中近東

南米

アジア

その他

85,000             87,500              90,000              92,500             95,000 
単位：百万円
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当初予想比 前期実績比

2025年5月 最新予想 47,000 47,000

2025年5月当初予想/2024年5月実績 46,800 43,477

増 減 200 (△189) 3,522 (△615)

内

訳

日本 △157 (0) 826 (0)

北中米 △55 (0) 1,197 (△113)

欧州・中近東 289 (0) 1,355 (△312)

南米 250 (△182) 774 (△182)

アジア △145 (△6) 160 (△6)

その他+連結調整 17 (△0) △792 (△2)

2025年5月期 通期予想 主な販管費の状況

（ ）内の数字は為替の影響額

期初予想から増加
単位：百万円

（内訳は、本社および主要子会社の所在地ベース）
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配当政策

① 「中間配当」１株あたり30円

（前期比＋5円）を決議

② 「期末配当」１株あたり35円

（前期比△5円）を予定

中間配当は30円を決議、期末配当は35円を予想

いずれも従来の公表通り
年間配当額は、前期と同じ65円を予定

15 15 15 18 20
25

30

18 18
23

27

35

40
35

19/5 20/5 21/5 22/5 23/5 24/5 25/5(予）

中間配当 期末配当 特別配当■中間配当 ■期末配当

19/5          20/5   21/5 22/5    23/5    24/5 25/5(予)

当社は、株主への利益還元を経営の重要課題と考え、長期安定方針の下、

安定的、継続的に還元を強化していくことを基本方針としております。

33円 33円
38円

45円

55円

65円 65円
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自己株式の取得

【 取得の内容 】

(1)取得株式数 当社普通株式 600,200株

(2)取得価格の総額 2,151,717,000円

(3)取得日 2025年1月20日

（ご参考）

取得価格の総額は、今期の親会社株主に帰属する純利益予想90億円に対し、24％相当

株主還元の充実および資本効率の向上と
経営環境に応じた機動的な資本政策の遂行のため、
自己株式を取得
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グローバルな成長に向けた取り組み 北中米地域戦略3.
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1. 当社グループの成長戦略

研究部門

営業部門

サプライチェーン
部門

管理部門

経営部門

高収益ビジネスモデルの確立
各地域における健全な収益

構造の構築と重点戦略の推進

安定供給と効率化を実現する

サプライチェーンインフラの整備

グローバルカンパニー

実現に向けた人財育成、組織

マネジメント体制の構築

経営部門

経営の効率化を実現する

グローバルIT基盤の整備
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1. 当社グループの成長戦略

成長市場におけるシェア拡大と
成熟市場における高収益モデルを確立し

健全な収益構造を確立

各地域における健全な収益構造の構築と重点戦略の推進
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1. 当社グループの成長戦略

●
●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●
●●

●

●
●

●

●

ヨーロピアン・サカタ・ホールディング

サカタのタネ

サカタ・シード・スダメリカ

サカタ・アメリカ・ホールディング

北中米地域の統括会社＝サカタ・アメリカ・ホールディング

●

●
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2. 北中米地域の特性と市場

北中米地域の当社の拠点

【事業会社】

サカタ・シード・アメリカ

研究・生産・販売とフルラインの事業体制

サカタ・シード・メキシコ
野菜種子の販売 、野菜の品種開発

サカタ・シード・グアテマラ
野菜種子の販売●

●

●

マウントバーノン研究農場

●

●

●

●

●

サカタ・アメリカ・ホールディング
サカタ・シード・アメリカ
ウッドランド イノベーションセンター

サリナス研究農場

クリアカン
イノベーションセンター

フロリダ研究農場

サカタ・シード・メキシコ

ユレクアロ研究農場 サカタ・シード・グアテマラ

北中米地域＝パナマ以北で事業を展開、花は南米もカバー
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2. 北中米地域の特性と市場

北中米地域での当社の歴史（１）

1913年 坂田農園設立

1920年 輸出用カタログ第1号発行

1921年 シカゴ支店開設

花種子の販売から始まり、種子生産、そして研究開発と総合的に発展

1977年 サカタ・シード・アメリカ設立

1985年 サリナス研究農場開設

1991年 フロリダ研究農場開設

サカタ・シード・アメリカ
（旧本社）

1920年ごろの本社（横浜）

サリナス研究農場

● ● ● ● ● ●
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2. 北中米地域の特性と市場

北中米地域での当社の歴史（２）

2001年 マウントバーノン研究農場開設

2002年 アルフ・クリスチャンセン・シード買収

2010年 サカタ・アメリカ・ホールディング設立

2018年 ウッドランド イノベーションセンター開設

2022年 クリアカン イノベーションセンター開設

2024年 サカタ・アメリカ・ホールディング、
ウッドランドへ本社移転

1993年 サカタ・シード・メキシコ設立

2000年 サカタ・シード・グアテマラ設立

中米に子会社、さらに研究拠点を設置し、研究と営業を強化

ウッドランド イノベーションセンター

クリアカン イノベーションセンター

● ●● ● ● ● ● ●
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2. 北中米地域の特性と市場

アフリカ 28,380,290㎢
14億2,673万人

北中米地域の面積と人口

メキシコ 1,964,375㎢
1億2,750万人

合計 面積 22,728,405㎢ 人口 6億160万人

（※）グアテマラ、ベリーズ、エルサルバドル、ホンジュラス、ニカラグア、コスタリカ、パナマの7カ国

南米 17,830,199㎢
4億3,681万人

日本 377,973㎢
1億2,494万人

カナダ 9,984,670㎢
3,845万人

中米7カ国(※) 522,180㎢
5,155万人

アメリカ 9,833,517㎢
3億3,829万人

（うちカルフォルニア）423,967㎢
3,903万人

出典：総務省統計局 世界の統計2024
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2. 北中米地域の特性と市場

名目GDP（2023年）
カリフォルニア州 3兆8,900億USドル（全米第1位）
日本 4兆2,910億USドル（世界第4位）
インド 3兆5,500億USドル（世界第5位）

サカタグループ 北中米地域の本拠地＝カリフォルニアの概要

・地中海性気候に似た温暖な気候
・肥沃で広大な盆地を中心とした一大農業地帯を形成
・農業は大規模な灌漑技術により支えられている
・農産物販売額は511億ドル、過去50年以上にわたり全米1位
（在サンフランシスコ日本国総領事館HPより抜粋）

全米を代表する農業地域。野菜の大産地であり、種子生産にも好適
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2. 北中米地域の特性と市場

北中米地域の野菜生産 主な野菜産地

【アメリカ】

ブロッコリー、トマト、スイートペッパー、

スイカ、メロン、レタス

【メキシコ】

ブロッコリー、トマト、スイートペッパー、

スイカ、メロン、ホットペッパー
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2. 北中米地域の特性と市場

野菜生産面積ランキング（ジャガイモ、穀類、豆類、スイートコーンを除く）

北中米地域の野菜生産 品目別生産面積

アメリカはレタス、メキシコはペッパーが1位

国際連合食糧農業機関（FAO） 2023年 単位：ha

0 50,000 100,000 150,000 200,000

ホウレンソウ

キャベツ

ニンジン、カブ

キュウリ

メロン

レタス

ペッパー（乾燥）

カボチャ

アスパラガス

カリフラワー、ブロッコリー

スイカ

タマネギ

トマト

ペッパー

0 50,000 100,000 150,000 200,000

ペッパー

キャベツ

メロン

ニンジン、カブ

ホウレンソウ

キュウリ

スイカ

カボチャ

タマネギ

カリフラワー、ブロッコリー

トマト

レタス
アメリカ メキシコ
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2. 北中米地域の特性と市場

北中米地域の野菜種子市場と成長の見通し

北中米地域の野菜種子市場 卸売市場規模（ジャガイモ、穀類、豆類、スイートコーンを除く）

今後も順調な市場成長の見通し

0

200,000

400,000
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1,000,000

1,200,000

1,400,000

1,600,000

2024 2030

アメリカ メキシコ グアテマラ
（当社推計）

（1,000USドル）

約11億ドル

約14億ドル
CAGR 約3.2%
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2. 北中米地域の特性と市場

北中米地域の野菜種子市場と当社のポジション

現在のシェア2位、成長予測市場で好位置につける

北中米地域の野菜種子市場

卸売市場規模と当社シェア率

（ジャガイモ、穀類、豆類、スイートコーンを除く）

（当社推計）

市場規模（2024年）
約11億ドル

A社 21%

サカタ 11%

B社 10%

C社 9%
D社 8%

E社 8%

F社 8%

G社 4%

H社 3%

その他 19%
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2. 北中米地域の特性と市場

花ビジネスの歴史と北中米地域の市場特性（１）

・当社の北中米ビジネスの先駆けは花種子
・世界初の完全八重咲きペチュニア
「F１ビクトリアス ミックス」でAAS銀賞受賞
「金より高い種子」と報じられ人気を博した

長い伝統、数々の画期的な品種を作出し存在感を発揮

ジニア「プロフュージョン
レッドイエローバイカラー」

ベゴニア「バイキング
エクスプローラー

ローズ オン グリーン」

園芸業界の権威ある品評会AAS（オール アメリカ セレクションズ）を多数受賞

2018年 ジプソフィラ「ジプシー
ホワイト インプルーブド」

2019年 ベゴニア「バイキング
レッド オン チョコレート」

2021年 ジニア「プロフュージョン
レッドイエローバイカラー」

2022年 ベゴニア「バイキング
エクスプローラー ローズ オン グリーン」
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2. 北中米地域の特性と市場

花ビジネスの歴史と北中米地域の市場特性②

・アメリカ国内の消費は拡大傾向、一大消費地
・世界的な切り花の大産地であるエクアドル、
コロンビアに近接

・メキシコも宗教的理由と家族の伝統により、
花を利用する文化がある

一大消費地であり、世界的産地に
近く、花ビジネスも大きな可能性

出展：Mordor Intelligence
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3. 当社の北中米地域戦略

サカタ・シード・アメリカが現地で育種した品種が売上をけん引、開発力の強化

①品種開発の強化、特に果菜類への注力

葉菜類に加えて、果菜類のシェアが拡大

STM2255
食味が非常によく、保存
性がよい。収量性が高
く、幅広い地域や作型に
適応する

PATHFINDER
高い耐病性と優れた生育
特性で、幅広い地域に適
応する。果肉が厚く、保存
性がよいので輸出に好適

NITRO S10
高い耐病性と、大きさの
そろいがよく、締まった
果実が特徴。熟すと赤く
なる

EL CAPITAN
小型で収量性が高く、美
しい皮模様。カット市場向
きの深紅で固く日持ちの
よい果肉で、風味がよい
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3. 当社の北中米地域戦略

品種力を軸に切り花、花壇苗の両面で展開

②花市場での積極的な拡販

アメリカは花の一大消費地、コロンビアなど切り花の世界的大産地に近い

ヒマワリ
「ビンセント」
生育が日長に左右されない
ため周年栽培が可能。丸弁で
上向きに咲く。花粉が出ない
ので鑑賞期間が長い

カンパニュラ
「チャンピオンⅡ」
均一性が高く、花が大きい。
開花までの生育期間が短く、
生産効率が高い。花が上向
きで輸送に好適

「サンパチェンス」
生育旺盛で、早く、大きく
育つ。鮮やかな色合いが
特徴。鉢植え、コンテナ、大
規模植栽に好適

「スーパーカル」
ペチュニアとカリブラコア
の属間雑種で耐寒性、耐
暑性があり、ペチュニアよ
りも雨に強く、降雨後も
早く復元する
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3. 当社の北中米地域戦略

③人財活用と強化

１.ベテランの活躍とノウハウの蓄積を可能にする企業文化

勤続年数が20年を超えるベテランが多い・・・働きがいのある職場が経験ある人財を育てる

２.「Sakata Gives」
従業員の地域社会への貢献活動を支援する取り組み
小学校に園芸用品や種子を提供する「花育」「種育」のほか、
当社の花を地元のNPOに寄付するなど、幅広く展開
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3. 当社の北中米地域戦略

④成長市場（メキシコ）での研究・開発への投資

クリアカン イノベーションセンター
2022年設立。約14ha。カリフォルニア湾に近く、ナス科など
の果菜類の大産地にある

ユレクアロ研究農場
2022年設立。約5.3ha。約1,500ｍの高地にあり、果菜類だけでなく、冷涼な気候を
好む葉根菜類の産地に拠点を構える
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3. 当社の北中米地域戦略

野菜：ブロッコリーなどアブラナ科野菜の種子生産の北半球における最重要拠点

花き：特に切り花用ヒマワリの種子生産の主要拠点

⑤サプライチェーンにおけるグループ全体支援

種子生産に適した気候、当社グループ全体にとっての重要拠点
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3. 当社の北中米地域戦略

⑥資産の再配分と最適化
2020年 バンガード社からレタス事業を取得

2020年 ダンジガー社からベルペッパー事業を取得

2018年 タマネギ事業を売却

2020年 遊休不動産を売却

2021年 ニンジン事業を売却

2024年 ウッドランド イノベーション
センター完成と本社機能移転
各機能を1カ所に集約することによる
部門間の円滑な交流と効率化、戦略推進へ

2005年 クオリベジ・シード・
プロダクション社買収
（スイカ、パンプキン）

2008年 リード社から
キャベツ事業を取得

事業ポートフォリオを精査、資産の入れ替え

● ● ●●● ● ● ●

2024年 旧本社を売却

ウッドランド イノベーションセンター

●
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3. 当社の北中米地域戦略

⑦本社機能の移転、新時代への対応

• カリフォルニア州モーガンヒル市から移転
• 研究、サプライチェーン、営業、本社機能を集約。

情報共有の迅速化、業務効率の向上へ
• 果菜類の主要産地。果菜類の研究開発に優位性
• 農業分野で全米一といわれるカリフォルニア大学

デービス校に近く産学連携へ
• 全エネルギーを再生可能エネルギーで供給。

持続可能性に配慮した新世代の拠点

最先端設備の新世代の拠点、北中米地域戦略推進の最重要施策

新本社移転のセレモニー 2024年9月

ウッドランド イノベーションセンター
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3. 当社の北中米地域戦略
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2030年に売上1.5倍、野菜、花ともに市場シェア15％を目指す

今後の成長予想
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4. ２０２７年国際園芸博覧会 横浜で開催

【名称】２０２７年国際園芸博覧会
略称：GREEN×EXPO 2027

【テーマ】幸せを創る明日の風景
【開催場所】神奈川県横浜市
【開催期間】2027年3月19日（金）～9月26日（日）
【博覧会区域】約100ha（内、会場区域80ha）
【クラス】A１（最上位）クラス（AIPH承認＋BIE認定）
【参加者数】1500万人
◆当社とサカタのタネ グリーンサービスが出展内定
◆展示とコンペティション参加に向けて準備を開始

大阪花博（1990年）以来、日本国内で37年ぶり
最上位（A1）クラスの国際園芸博に当社も出展内定

地域貢献と業界活性化のため、当社も出展に向けて準備を開始

２０２７年国際園芸博覧会
公式マスコットキャラクター
トゥンクトゥンク

©Expo 
2027
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花は心の栄養、野菜は体の栄養

環境と社会、農園芸の持続的な発展を目指します
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4. 2025年５月期 中間期 資料集



49© SAKATA SEED CORPORATION 2025

国内

24%

北中米

19%
欧州・中近東

24%

南米

9%

アジア

20%

その他

4%

地域別

2025年５月期 中間期 実績 外部売上高内訳①

野菜種子

75%

花種子

12%

苗木

2%

資材

5%
その他

6%

商品別



50© SAKATA SEED CORPORATION 2025

2025年５月期 中間期 実績 外部売上高内訳②

野菜 花 苗木 資材 その他 合計

北中米 △349 △141 △1 0 △40 △531

欧州・中近東 1,295 194 － － 66 1,555

南米 883 7 － － 3 893

アジア △899 6 △3 △1 △13 △911

その他地域 347 6 － － △13 340

海外小計 1,277 72 △4 △1 3 1,346

国内小計 132 △15 △101 △48 160 106

合計 1,409 58 △105 △49 164 1,452

品目別地域別売上高（内部取引消去後）の前期比増減

単位：百万円

（単位未満四捨五入）
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2025年５月期 実績 海外販売先別外部売上高（四半期推移）

（単位未満四捨五入）
1Q

6-8月
増減額

増減率
(%)

2Q
9-11月

増減額
増減率
(%)

3Q
12-2月

増減額
増減率
(%)

4Q
3-5月

増減額
増減率
(%)

累計 増減額
増減率
(%)

北中米(1,000US$) 
20,978 △923 △4.2% 35,910 △55 △0.2% 56,888 △978 △1.7%

欧州・中近東
(1,000EUR)

31,177 4,861 18.5% 32,056 4,361 15.7% 63,233 9,222 17.1%

南米(1,000BRL)
66,359 21,734 48.7% 81,629 25,310 44.9% 147,988 47,044 46.6%

アジア（100万円）
3,343 △333 △9.1% 5,060 △578 △10.3% 8,403 △911 △9.8%

うち韓国
(100万WON)

5,459 △1,065 △16.3% 7,280 333 4.8% 12,740 △732 △5.4%

うちインド
(100万INR)

343 △38 △10.0% 451 8 1.7% 793 △30 △3.7%

その他(100万円)
（アフリカ・オセアニア) 909 147 19.3% 952 193 25.4% 1,861 340 22.3%
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2024年５月期 実績 海外販売先別外部売上高（四半期推移）

（単位未満四捨五入）
1Q

6-8月
増減額

増減率
(%)

2Q
9-11月

増減額
増減率
(%)

3Q
12-2月

増減額
増減率
(%)

4Q
3-5月

増減額
増減率
(%)

累計 増減額
増減率
(%)

北中米(1,000US$) 
21,901 △589 △2.6% 35,965 2,520 7.5% 35,865 2,078 6.1% 50,413 3,127 6.6% 144,145 7,134 5.2%

欧州・中近東
(1,000EUR)

26,316 284 1.1% 27,695 3,173 12.9% 24,355 471 2.0% 38,059 4,677 14.0% 116,425 8,605 8.0%

南米(1,000BRL)
44,625 469 1.1% 56,319 6,943 14.1% 48,321 8,858 22.4% 85,889 28,295 49.1% 235,153 44,564 23.4%

アジア（100万円）
3,676 670 22.3% 5,638 △61 △1.1% 2,510 89 3.7% 4,739 1,632 52.5% 16,563 2,330 16.4%

うち韓国
(100万WON)

6,524 △173 △2.6% 6,947 390 5.9% 4,347 89 2.1% 10,848 1,021 10.4% 28,667 1,327 4.9%

うちインド
(100万INR)

381 41 11.9% 443 △36 △7.5% 214 34 18.9% 338 175 106.8% 1,376 214 18.4%

その他(100万円)
（アフリカ・オセアニア) 762 127 20.1% 759 △79 △9.4% 1,044 268 34.5% 984 197 25.1% 3,549 513 16.9%
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将来予測について

本プレゼンテーション資料には、株式会社サカタのタネの業績、戦略、事業計画などに関する将

来的予測を示す記述および資料が記載されております。

これらの将来的予測に関する記述および資料は過去の事実ではなく、発表時点で入手可能な

情報に基づき当社が判断した予測です。

また経済動向、他社との競争状況、為替レートなどの潜在的リスクや不確実な要因も含まれて

います。そのため、実際の業績、事業展開または財務状況は今後の経済動向、業界における競

争、市場の需要、為替レート、そのほかの経済・社会・政治情勢などのさまざまな要因により記

述されている将来予測とは大きく異なる結果となる可能性があることをご承知おきください。

不確実性および変動要素全般に関する詳細については、有価証券報告書、決算短信などをご参

照ください。
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